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Ⅰ 生物資源科学部の教育目的と特徴 
 

 

 生物資源科学部は旧農学部と旧理学部の一部を改組し，人口急増に伴う食糧危機，資源

の枯渇，自然環境や地域社会の破壊等の難問を解決する学部として，平成７年 10 月に設置

した。島根大学が掲げた中期目標において，「学部段階では幅広い教養と基礎的な専門知識

を身につけ，課題探求能力と問題解決能力を涵養するとともに，修士課程では応用力を養

う」と定めたことを踏まえて，次の通り教育目的を設定し，教育の特徴を打ち出している。  

 

１．【教育目的】 

（１）21 世紀における地球規模の課題，特に人間活動と自然環境を調和させる科学技術を

“ライフを総合的に科学する”立場から探求し，豊かな地域社会・国際社会の創造

に貢献できる人材を育成する。  

（２）幅広い教養と生物・生命・生産・生態・環境に関する基礎的な専門知識とともに，

倫理観や豊かな人間性と国際的な視野を兼ね備えた人材を育成する。  

（３）自然環境と生物及び人間の活動を調和させる科学技術に関する理解を深め，課題に

関する強い探求心と高い実践力を培うことに重点を置き，コミュニケーション能力

を身に付けた人材を育成する。  

 

２．【特徴】 

（１）生物資源科学部では，「生物，生命，生産，生態，環境，生活を包含するライフ」す

なわち人間社会と多様で広範な関係を有する生物・生命を，広い意味での資源とし

て捉えて，総合的に教育研究する。  

（２）５学科体制で，学生定員は 200 名，18 年度，19 年度ともに 4.8 倍と高い志願倍率で

あった。３年次編入学定員は 20 名である。 

 

３．【想定する関係者とその期待】 

（１）学生からは，学部教育を通じて専門的知識や豊かな人間性を身に付けることに期待

を持たれており，卒業生の約 40％が大学院修士課程へ進学し，約 60％は専門性を活

かした分野や公務員として就職している。就職率が高いことが週刊「読売ウィーク

リー」の就職パワーのある大学学部上位リストに掲載された。  

（２）企業採用者からは，専門的知識や豊かな人間性を身に付けた発展性のある人材の育

成に期待を求められている。  

（３）地域の自治体と地域社会からは，地域特産品の栽培技術と加工，豊富で多様な自然

環境の保全，過疎や高齢化等の深刻な問題を抱える中山間地域への取り組みに関わ

る人材の育成に期待を持たれている。
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一般 編入

細胞生物学 6

生物機能学 7

環境生物学 8

生態環境工学 6

森林環境学 5

応用生命工学 5

生命情報工学 6

食糧生産学 6

植物資源開発学 5

生産技術管理学 5

農林・資源経済学 9

生物環境情報工学 5

地域環境工学 7

森林科学 3

農業生産科学 2

海洋生物科学 2

87 200 20

55

附属生物資源教育
研究センター

（出典：学部事務部資料及び学部パンフレットより抜粋・作成）

生物科学科 30

20

生態環境科学科 45

生命工学科 40

農業生産学科 30

地域開発科学科

データ1-2　生物資源科学部の学科・講座編成と学生定員

学科名 講座・部門名 教員数
学生定員

准教授 助教

(助教授) (助手)

16 45 35 5 9 94

17 43 37 3 9 92

18 39 38 1 12 90

19 40 37 1 14 92

20 38 37 1 15 91

21 38 37 1 15 91

（出典：平成17年7月27日教授会資料)

データ1-3　年度別・職種別教員配置可能数

年度 教授 講師 計

Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 

 

分析項目Ⅰ 教育の実施体制 

(１)観点ごとの分析 

観点 基本的組織の編成  

(観点に係る状況) 

 生物資源科学部は新構想の学部として平成７年度に創設

し，生物科学科，生態環境科学科，生命工学科，農業生産

学科，地域開発科学科と附属生物資源教育研究センターの

５学科（13 講座）・１附属施設（３部門）の構成（データ

1-1）で，学生定員を 220 名(内３年次編入 20 名)と設定し

て教育研究を行っている（データ 1-2）。 

 教員の配置については人件

費管理委員会を組織し，人件

費を抑制しつつ，適正な教員

配置を目指すとともに（デー

タ 1-3），助教の新規採用枠

(６名)を設定し，教員組織の

若返りを図った。その結果，

教員数は 87 名となり，その年

齢構成は適正な形となりつつ

ある（データ 1-4）。 

 

 

 

 

データ 1-1 学部の構成図  

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60歳以上

0 2 4 6 8 10 12 14 16

 (平成19年4月1日現在）ﾃﾞｰﾀ1-4　教員の年齢構成 

人数

 生物　  生態　  生命　  農業　  地域　  ｾﾝﾀｰ　

（出典：学部パンフレット）  
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観点 教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制  

(観点に係る状況) 

 授業の内容や方法の改善を図るための全学的な体

制は整っており，学生による「授業評価アンケート」

を実施し，平成16，17年度教育方法改善企画報告書，

2006年度島根大学教育開発センター年報に結果を

公表している。本学部の教育方法等改善委員会（FD

委員会）では教育内容等の研究や研修の取組につい

て議論を行い，学生に高い評価を受けた授業を公開

し，授業内容改善に反映させる取組を展開している。

授業科目のシラバス記載の充実・徹底を図った（デ

ータ1-5）。 

 カリキュ

ラム改革委

員会では，

地域開発科

学 科 で

JABEE 認証

取得を目指

し，対応カ

リキュラム

の検討を行

った。また，

フィールド

教育関連科

目のカリキュラムを新設することを検討した。（カ

リキュラム改革委員会議事録） 

 これらの取り組みによって，生物資源科学部で

は学生が学びたい分野の勉強ができる，専門教科

のカリキュラムが充実している，演習・実験・実

習科目が十分に準備されている等の項目で学生の

満足度が高くなっている（データ 1-6）。 

 

 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る 

（判断理由） 学部組織は発足以来大きな変更は

ないが，教育・研究体制を学科・講座単位で絶えず

見直しながら教育研究を行っており，講座の名称を

一部変更している。また，法人化に伴う人件費の削減に対応するために退職教員の後任補

充が出来ない状況にあるが，教員の意欲低下を避けるためにも内部昇任枠設定を行い，教

員の若返りを図るために助教の新規採用枠を設定している。 

 地域開発科学科では JABEE 認証を取得し，学生教育に成果を上げている。また，学生の

評価の高い授業を公開し，教員の教育方法の改善に役立てている。 

 以上の点から教育の実施体制の取り組みは期待される水準を上回ると判断した。

各学科のシラバス記載状況　　　　　　　　　　2005年7月現在
シラバス記載状況（生物科学科）
専門基礎
教育科目

専門教育
科目

修士課程
修士特別
コース

講義数 5 70 32 3
シラバス記載数 5 44 19 2
記載率（％） 100 . 0 62 . 9 59 . 4 66 . 7

シラバス記載状況（生態環境科学科）
専門基礎
教育科目

専門教育
科目

修士課程
修士特別
コース

講義数 4 45 29 11
シラバス記載数 4 36 27 6
記載率（％） 100 . 0 80 . 0 93 . 1 54 . 5

シラバス記載状況（生命工学科）
専門基礎
教育科目

専門教育
科目

修士課程
修士特別
コース

講義数 4 58 19 16
シラバス記載数 4 45 15 9
記載率（％） 100 . 0 77 . 6 78 . 9 56 . 3

シラバス記載状況（農業生産学科）
専門基礎
教育科目

専門教育
科目

修士課程
修士特別
コース

講義数 3 52 25 14
シラバス記載数 3 43 24 12
記載率（％） 100 . 0 82 . 7 96 . 0 85 . 7

シラバス記載状況（地域開発科学科）
専門基礎
教育科目

専門教育
科目

修士課程
修士特別
コース

講義数 15 125 40 14
シラバス記載数 15 125 40 12
記載率（％） 100 . 0 100 . 0 100 . 0 85 . 7
出典：FD委員会議事録

データ１-５ シラバス記載状況  

 

データ 1-6 平成 18 年度学生生活満足度調査報告書 

（出典：平成 18 年度学生生活満足度調査報告書より抜粋）  
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分析項目Ⅱ 教育内容 

（１）観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  

（観点に係る状況） 

 教育目的達成のため，平成 18 年度にエッセンシャルミニマムを策定し，卒業までに習得

すべき到達目標を明確にした（資料 2-1-1 別添）。これに基づき，①教養～専門の段差のな

い体系的教育，②人文・社会科学を含む豊かな教養教育と，学科を越えた多様な専門知識

の提供，③学生の探求心に基づく自発的学習の喚起と，外国語，コミュニケーション能力

の養成，に重点を置いた教育課程を編成し，以下の授業配当を行って実質的，体系的な教

育を実施している（資料 2-1-2 別添）。 

初年次学生には，幅広い教養を目指した「基礎教育科目（外国語，健康科学，情報科学）」

と「共通教養科目（人文，社会，自然科学に関する総合的科目）」を中心に据え，専門への

入門としての「専門基礎科目」，専門への意欲を強化するセミナーや実験科目を加えて提供

する。２，３年次には，教養科目を履修しつつ，講座分属により専門的な教育を実施する。

専門教育では，探究心を培い外国語及びコミュニケーション能力を強化するため，セミナ

ーや英語演習，実験科目等を体系的に配置して必修科目とする。同時に，多くの講義や生

物資源教育研究センターによる実習，大学間連携によるフィールド演習等を選択科目とし，

学生の自主的な学習の機会を広げている（データ 2-1）。また，「推奨自由科目」等により，

他学科，他学部の講義の受講を推奨すると共に（データ 2-2），嘱託講師による講義を多数

開講して（資料 2-1-3 別添）幅広い専門知識を提供している。その結果，実習・演習や他

学科等の講義の受講者は年を追って増加した（データ 2-3）。最終年次は，未知の課題の探

求に挑む学年と位置付け，卒業論文の作成に向けた尐人数によるきめ細かな研究指導を行

っている。 

学生の予・復習時間を重視して１学期間に履修しうる科目の上限を 22 単位に定めたが，

成績優秀者にはこの上限を外して，学習意欲を高めるようにも配慮している。 

 

 

データ 2-1 平成 16～18 年度 文部科学省「現代的教育ニーズ取組み支援プログラム－大

学間連携によるフィールド教育体系の構築－」における本学部の参加者数 

 

年度 
里山フィールド 

演習 

果樹園芸の里 

フィールド演習 

里海フィールド 

演習 
計 

平成 17 年 ６ ５ ５ 16 

平成 18 年 ７ ７ ６ 20 

計 13 12 11 36 

（出典：文部科学省 現代的教育ニーズ取組み支援プログラム「大学間連携によるフィールド 

教育体系の構築」報告書より） 
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データ 2-2 専門教育科目履修表例（生命工学科の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：平成 19 年度生物資源科学部履修の手引） 

 

 

データ 2-3 平成 16，17，18 年度の他学科等開講科目の履修状況（専門科目） 

学科 年度 
他学科 附属センター 他学部 他大学 

科目数 延人数 科目数 延人数 科目数 延人数 科目数 延人数 

生物 

科学科 

16 年度 ９ 18 ４ 48 ０ ０ １ １ 

17 年度 ２ ２ ４ 29 ０ ０ ２ ２ 

18 年度 ８ 12 ３ 32 ０ ０ ２ ２ 

生態環

境科学

科 

16 年度 38 133 16 215 １ １ ０ ０ 

17 年度 44 148 14 219 ２ ５ ０ ０ 

18 年度 49 166 14 234 ２ ２ ３ ５ 

生命 

工学科 

16 年度 ８ 39 ０ ０ １ １ ０ ０ 

17 年度 15 81 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

18 年度 22 105 ０ ０ １ ２ ０ ０ 

農業生

産学科 

16 年度 37 260 12 111 ０ ０ ０ ０ 

17 年度 45 297 10 120 ２ ６ ４ ４ 

18 年度 55 337 ８ 126 ２ ２ ２ ６ 

地域開

発科学

科 

16 年度 21 160 ３ 68 ２ 35 ０ ０ 

17 年度 27 210 ６ 108 ４ 22 ０ ０ 

18 年度 23 178 ４ 121 ２ 40 ０ ０ 

合計 

16 年度 113 610 35 442 ４ 37 １ １ 

17 年度 133 738 34 476 ８ 33 ６ ６ 

18 年度 157 798 29 513 ７ 46 ７ 13 

（出典：学務課資料より集計）
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観点 学生や社会からの要請への対応  

(観点に係る状況) 

 科目に対する学生の多様なニーズに対応して，平成 16 年４月に放送大学及び島根県立大

学との間で単位互換制度を開始した。更に，平成 17 年２月には中国四国地区国公立大学フ

ィールド演習（現代 GP 選定）（資料 2-2-1 別添）に参加し，大学相互間の単位互換制度に

より多くの参加者を得た（データ 2-1）。また，ハローワーク，島根県，松江市等との連携

によるインターンシップを整備し，平成 18 年度は 20 名が参加した（データ 2-4）。 

 地域社会からの生産環境整備という要請に応えて，平成 17 年度より地域開発科学科工科

系のカリキュラム改革を実施し（データ 2-5），地域工学コースでは JABEE 教育プログラム

に対応して技術士補の資格取得を可能にした。また，教育職員免許状や学芸員等の資格を

取得できるプログラムを整えて（資料 2-1-2 別添），社会並びに学生の要請に応えている。 

 学生の率直な意見や要望を把握するため，5,406 名の学生を対象とした全学学生生活満

足度調査を実施し，平成 19 年３月に報告書に纏めた。教育内容，教育環境，生活支援，就

職支援等に関する意見や満足度，62 項目に亘る大学への希望や学生意識を問い，学生から

の率直な意見が聴取できた。現在，教育改善の基礎資料として積極的に検討しつつある。 

 平成 13 年入学生から成績優秀者認定や早期卒業制度を実施している。平成 18 年度には

３年で早期卒業した学生が１名出た。 

 

 

データ 2-4 インターンシップ参加者数 

 

 ハローワーク 農  業  
生 物 資 源  

科 学 部  
島 根 県 ・松 江 市  その他  合  計  

平 成 16

年 度  
０ ０ ０ ０ ８ ８ 

平 成 17

年 度  
４ ０ ３ １ ３ 11 

平 成 18

年 度  
11 ２ ３ ３ １ 20 

（出典：学生支援課資料から集計） 

 

 

データ 2-5 地域開発科学科の改組について 

 

（出典：地域開発科学科からの報告）  
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（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準を上回る 

（判断理由） エッセンシャルミニマムをもとに，１～４年次の一貫した教育体制を敷き，

教養から専門まで体系的な教育課程を編成した。総合力，外国語能力，コミュニケーシ

ョン能力，指導力の養成を期待する学生，父兄並びに社会の期待に応えて，教養教育で

は総合科目の充実を，専門教育ではセミナー，演習，実験等の必修科目と多種の選択科

目の体系的な配置を行った。JABEE認定コース等の資格取得課程やインターンシップも整

備した。多様な分野を学びたい学生の期待に応えて，大学相互間における単位互換制を

制定し，多数の学生が受講した。学生の要求は「学生生活満足度調査」等により積極的

に取り上げ，教育内容の改善に努めている。 

 

 

分析項目Ⅲ 教育方法 

（１）観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

（観点に係る状況） 

 エッセンシャルミニマムの策定（資料 2-1-1 別添）により学部，学科の教育において学

生が習得する知識や能力とそれを涵養するための主要科目を明確にすると共に，その実質

化のためにカリキュラム改革委員会が中心となり助教による授業開設，社会や学生のニー

ズに応えた授業科目への改編等，平成 19 年度の各学科，講座のカリキュラムの大幅な改正

と充実に取り組んだ。専門教育科目の改正数は，生物科学科が５，生態環境科学科が 18，

生命工学科が 17，農業生産学科が 26，地域開発科学科が 12 である。 

 授業形態に関しては実験，実習の割合を高め，実際に体験することで講義の内容を深く

理解させるように取り組んでいる（データ 3-1）。また，教育目的の達成のために授業形態

や学習指導法に合わせた教室の整備（データ 3-2）と配当（資料 3-1-1 別添）を行ってい

る。 

 

 

データ 3-1 平成 19 年度 生物資源科学部各学科開講の専門科目 

 

学 科 講 座 
開講科目数      

講 義 演 習 実験・実習 卒論等 合 計 

生物科学科 
細胞生物学 

生物機能学 
35 ０ 11 １ 46 

生態環境科学科 

環境生物学 11 ５ ６ １ 23 

生態環境工学 12 ４ ４ １ 21 

森林環境学 18 ４ 10 １ 33 

生命工学科 
応用生命工学 

生命情報工学 
29 ６ 13 １ 49 

農業生産学科 

食糧生産学 

植物資源開発学 

生産技術管理学 

17 ２ 20 １ 42 

地域開発科学科 

農林・資源経済学 24 ６ １ ３ 34 

生物環境情報工学 18 １ １ ２ 47 

地域環境工学 39 ２ ８ ２ 51 

（出典：生物資源科学部履修の手引きより抜粋・作成） 
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データ 3-2 講義室の収容人数，稼働率及び設備・備品 

 

講義室名 
収容 

人数 

稼働 

率(%) 
空調 

LAN 

端子 

ﾌﾞﾗｲ

ﾝﾄﾞ 

ｽｸﾘ

ｰﾝ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ ﾃﾚﾋﾞ 

ﾋﾞﾃﾞｵ 

放送

設備 OHP 液晶 

101 講義室 160 52 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ｾﾐﾅｰ１ 12 30 ○ ○ ○      

ｾﾐﾅｰ２ 20 37 ○ ○ ○      

ｾﾐﾅｰ３ 24 59 ○ ○ ○ １     

201 講義室 72 57 ○ ○ ○ ○ 

２ 

○ 

２ 

○ 

202 講義室 97 57 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

203 講義室 60 33 ○ ○ ○ ○ 

４ 
ｱﾝﾌﾟ 

ﾏｲｸ 

２ 

204 講義室 60 65 ○ ○ ○ ○ 

205 講義室 30 74 ○ ○ ○ ○ 

206 講義室 60 67 ○ ○ ○ ○ 

207 ｾﾐﾅｰ室 16 41 ○ ○ ○ ○ 

208 講義室 63 67 ○ ○ ○ ○ ○ 

209 ｾﾐﾅｰ室 24 50 ○ ○ ○ ○ 
 

210 ｾﾐﾅｰ室 24 37 ○ ○ ○ ○ 

211 講義室 75 59 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室 1 66 59 ○ 67 ○ ○ ○ ○  ○ 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室 2 28 33 ○ 29 ○ ○ ○ ○  
 

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習室 3 16 11 ○ 17 ○ ○    

視聴覚教室 46 ２ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ 

※101 講義室には，スクリーンの他にマルチビジョンあり 

（出典：学部事務部資料及び教室配当表より抜粋・作成） 

 

 

 主要授業科目は，予習，復習等の授業時間外の学習時間が十分取れるよう，またオフィ

スアワーを利用した学習指導も受けることのできるよう，学部の専任教員による定期開講

としている。また，実験・実習については複数教員による指導，班分けによる尐人数指導，

習熟度別指導，ティーチングアシスタントの補助（資料 A１-2006 データ分析集：№13.2 

TA･RA 採用状況）により教育効果を高める等のきめ細やかな学習指導に取組んでいる。 

 各学科では２，３年次の講座配属後，さらに研究室に配属してコミュニケーション力，

探求力，実践力，解析力等の向上を目指した対話型の個別指導による尐人数教育を実施し

ている（データ 3-3）。 

 学生の主体的な予習・復習を促し，授業の達成目標を明確にするため，教員は試験を含

む 15 回の授業内容を記載したシラバス（資料 3-1-2 別添）を作成し，オリエンテーション

や授業開始時点にはその説明を行い，学生の７割が履修，予習，復習の参考として活用し

ている（データ 3-4）。 
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データ 3-3 生物資源科学部講座分属要項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出典：平成 19 年度生物資源科学部履修の手引） 

 

データ 3-4 シラバスの整備状況，シラバスの利用状況 

 

 

 
（出典：平成 18 年度学生生活満足度調査報告書から抜粋）
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観点 主体的な学習を促す取組 

（観点に係る状況） 

 主体的な学習を促すための動機付けとして，新入生及び編入生に対して全学，学部，さ

らに，学科別オリエンテーションを開催し（データ 3-5），授業科目の履修が戸惑いなくで

きるよう，大学院生や上級生による個別履修相談や履修モデル（資料 3-1-3 別添）の提示

を行っている。 

 また，成績評価基準の明記とオフィスアワーの設定により厳正な成績評価ときめ細やか

な学習指導を受けることができることを学生に周知している。 

 

 

データ 3-5 生物科学科における新入生へのガイダンス（一部抜粋） 

     

（出典：生物科学科ガイダンス資料） 
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 講座分属が必要な学科では，各講座の教育科目，教員担当分野，研究内容，卒業後の進

路について説明し，講座選択を支援する取組みを行っている。また，学年担任制度を設け，

学科及び講座の定員に応じて１，２名の学年担当教員を決め，学生との連絡を密にすると

ともに，学生数名に対して１名の指導教員を配置して，学生の学習，生活全般にわたる助

言指導を行っている（データ 3-6）。 

 

 

データ 3-6 指導教員が行う指導助言の参考例 

   

   

（出典：「指導教員の手引き」より抜粋）
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 学生の授業時間外の学習時間を保証し，授業の事前予習や授業内容の復習を促すため，

平成15年度入学生から授業科目の履修登録の単位数の上限を，前期もしくは後期の履修期

間で22又は28単位とした（データ3-7）。これにより必要な学習時間を確保した履修科目の

決定等の指導を行っている。 

学部では前年度の成績評価に基づき成績優秀者と認定された者は，翌年度に履修登録の

上限を超えて授業科目の登録ができる制度も導入した。また，３年間成績優秀者と認定し

た学生には，早期卒業（データ 3-8）や大学院修士課程へ飛び級で進学できる制度も導入

した。 

 

データ3-7 履修科目の登録の上限 

 

（出典：平成19年度生物資源科学部履修の手引より）
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データ3-8 早期卒業制度 

 

（出典：平成 19 年度島根大学生物資源科学部履修の手引より）
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 また，学部成績の優秀者には大学院修士課程への学力試験を免除した推薦入試制度を制

定している（データ 3-9）。このように成績優秀者に特別に配慮した制度を整備し主体的な

学習を一層促す取り組みを行っている。 

 

 

データ 3-9 成績優秀者に対する大学院の推薦入試 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典：平成 20 年度春季入学 大学院生物資源科学研究科（修士課程）学生募集要項より抜粋） 
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（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準にある 

（判断理由）講義，演習，実験，実習等を適切に組み合わせている。また，５名の助教に

よる新たな授業開講も取り入れ，学部・学科のエッセンシャルミニマムの実質化に向け

たカリキュラムの整備を行い，授業形態の組み合わせと学習指導法の工夫に努めた。オ

リエンテーションの実施によるモデルカリキュラムの提示，指導教員制度の導入による

履修指導等のきめ細やかな学習指導，或いは履修上限の設定やオフィスアワーの設定等

による授業時間外の学習時間の確保による学生の主体的な学習を促す取り組みをした。

また，学生の主体的な学習の成果を評価するために，早期卒業制度も導入し，平成 18

年度に１名を送り出した。以上により，期待される水準にあると判断した。 

 

 

分析項目Ⅳ 学業の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点 学生が身に付けた学力や資質・能力 

（観点に係る状況） 

 （データ 4-1）は，平成 19 年３月時点における学年別，学科別修得単位数の平均であり，

学年進行に伴って学生が身に付けた学力や資質・能力が着実に増加していることを表わし

ている。 

 

 データ 4-1 学年別，学科別修得単位数の平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：生物資源科学部だより Vol.６ 2007.07 発行） 

 

 ４年次在籍者に対する卒業者の割合は，平成 16 年度から概ね 75％前後であり，ほぼ一

定した水準を維持している。（データ 4-2）卒業に必要な単位数は 128 単位であるが，個別

の授業科目の単位認定については，卒業生の質的保証の観点から，成績評価を客観的かつ

厳格な基準によって行っている（データ 4-3～4-7）。そして，成績評価基準は全ての学生

に周知するために授業科目ごとにシラバス上で明文化する取組みを継続しており，シラバ

スの整備率は平成 16 年度が 96.5％で，平成 18 年度が 96.6％と高い水準を維持している。 
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データ 4-2 ４年次在籍者に対する卒業者の推移 

 

学  科 分 類 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

生物科学科 

①在籍者 46 39 39 

②卒業者 37 28 32 

②/①（％） 80.4 71.8 82.1 

生態環境科学科 

①在籍者 63 71 72 

②卒業者 51 50 53 

②/①（％） 81.0 71.8 73.6 

生命工学科 

①在籍者 54 49 58 

②卒業者 45 35 41 

②/①（％） 83.3 71.4 70.7 

農業生産学科 

①在籍者 40 41 45 

②卒業者 32 31 35 

②/①（％） 80.0 75.6 77.8 

地域開発科学科 

①在籍者 76 76 75 

②卒業者 57 59 62 

②/①（％） 75.0 77.6 82.7 

合  計 

①在籍者 279 276 289 

②卒業者 222 203 223 

②/①（％） 79.6 73.6 77.2 

（出典：学務課資料より集計） 

 

 

 

データ 4-3 成績の評価 

 

第 30条 成績の評価は，試験等の成績に平常成績及び出席状況等を考慮し，優，良，可及び不可とし，優，良及  

び可を合格とする。  

２ 評価の基準については，別に定める。  

                           （出典：島根大学学則第 30 条）  

 

 

 

データ 4-4 成績の評価基準  

 
１ 学部及び大学院（法務研究科を除く。）の成績の評価は，試験等の成績に平常成績及び出席状況等を考慮し，

次に掲げる基準に基づき，評価は優，良，可及び不可とし，優，良及び可を合格とする。  

優  （ 100 点満点法による 100 点から 80 点まで）  

良  （ 100 点満点法による 79 点から 70 点まで）  

可  （ 100 点満点法による 69 点から 60 点まで）  

不可 （ 100 点満点法による 59 点以下）  

 

（出典：島根大学における成績の評価に関する取扱要項第１項）  
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データ 4-5 シラバスに記載された講義科目の成績評価基準の例（生物科学科の例） 

 

生 
 

物 
 

科 
 

学 
 

科 

 定 期 的 に行 う小 テスト（40 点 ）と定 期 試 験 （2/3 以 上 出 席 が条 件 ）60 点 の合 計 点 で評 価 します。 

 単 位 の認 定 基 準 は，次 のとおりとします。 

 毎 回 ，出 席 票 を兹 ねた小 テスト(10 分 間 テスト）を行 い，５段 階 （A=３，B=2.5，C=２，D=１，無 回 答 など=０点 ：合 計 40

点 満 点 ）で評 価 します。また，９回 以 上 出 席 しないと期 末 試 験 （合 計 60 点 満 点 ）を受 験 できません。 

・小 テストの成 績 （合 計 60 点 ）及 び期 末 試 験 （40 点 満 点 ）で採 点 し，その合 計 点 を評 価 します。 

 ・15 分 以 上 の遅 刻 は欠 席 扱 いとします。 

授 業 中 小 テストを参 考 （30％），期 末 試 験 （70％） 

単 位 の認 定 は次 のような基 準 で行 います。 

１．出 席 点 20 点 ，筆 記 試 験 80 点 の 100 点 満 点 で評 価 します。 

２．出 席 点 は減 点 方 式 とし，欠 席 １回 につき５点 を減 点 します。 

３．講 義 時 数 の 1／3 以 上 欠 席 した場 合 ，受 験 資 格 はありません。 

単 位 の認 定 基 準 は次 の通 りとします。 

１.期 末 試 験 70 点 ，課 題 30 点 の 100 点 満 点 で評 価 します。合 わせて６割 以 上 を合 格 とします。 

２.三 分 の一 以 上 欠 席 した者 は，期 末 試 験 を受 けることができません。 

期 末 テストを含 めて 11 回 以 上 出 席 した者 を成 績 評 価 の対 象 とします。 

適 宜 おこなう小 テストを 40 点 ，学 期 末 試 験 を 60 点 とし，計 100 点 満 点 で以 下 のように評 価 します。 

100～80 点 ：優 ，79～70 点 ：良 ，69～60 点 ：可 ，60 点 未 満 ：不 可 ，11 回 未 満 の出 席 ：未 修  

単 位 認 定 基 準 は下 記 のとおりです。 

出 席 点 25 点 ，演 習 問 題 の評 価 25 点 ，期 末 試 験 50 点 の合 計 100 点 満 点 で評 価 します。 

なお，理 由 のいかんに関 わらず５回 以 上 欠 席 した場 合 には，自 動 的 に期 末 試 験 の受 験 資 格 を失 うものとします。ま

た，遅 刻 は 1/2 出 席 として取 り扱 います。 

（出典：キャンパス WEB 2007 シラバスより抜粋） 

 

 

データ 4-6 シラバスに記載された実験・実習・演習・セミナー科目の成績評価基準の例

（生物科学科の例） 

 

生
物
科
学
科 

毎 テーマごとに，担 当 教 員 が出 席 とレポートを総 合 して採 点 します。 

各 テーマのレポート成 績 が５割 以 上 で，かつ合 計 した成 績 が６割 以 上 を合 格 とします。 

１． 各 回 レポート提 出 。 

２． 採 点 は各 テーマ 10 点 。総 計 点 ＝10 点 ×実 施 回 数  

３． 実 験 ・実 習 の性 格 上 ，原 則 として遅 刻 ・欠 席 は認 めない。 

４． 提 出 レポートの採 点 の総 点 が総 計 点 の６割 以 上 を合 格 とする。 

出 席 状 況 や課 題 の到 達 度 を総 合 的 に判 断 して評 価 します。各 ローテーションごとに単 位 が認 定 されていることが，半

期 全 体 の単 位 認 定 の必 須 条 件 となります｡ 

出 席 状 況 や「授 業 の内 容 」の１から４の到 達 度 を総 合 的 に判 断 して評 価 します。各 担 当 教 員 ごとのセミナーに合 格 す

ることが，半 期 全 体 の単 位 認 定 の必 須 条 件 となります｡ 

出 席 状 況 （討 論 への参 加 を含 む）とレポート 

（出典：キャンパス WEB 2007 シラバスより抜粋） 
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データ 4-7 卒業研究のプログラム，実施法，判定に関する判定基準（生物科学科の例） 

 

学

科  
卒 業 研 究 のプログラム等 の実 施 例  

実施法，判定法の 

具体的実施例 
卒業研究の判定に関する具体的判断基準と実施例 

生

物

科

学

科  

４年 次 開 始 までに各 指 導 教 員 との話 し合 い

で卒 論 テーマを決 定 し，４月 から研 究 を開 始

する。研 究 室 ごとに行 われるセミナーにおい

て研 究 計 画 ，実 験 結 果 の議 論 を行 うととも

に，関 連 分 野 の文 献 調 査 も実 施 する。１２月

ごろから実 験 結 果 のまとめを開 始 し，数 度 の

改 定 を繰 り返 して翌 年 ２月 に卒 業 論 文 として

完 成 させる。２月 中 旬 には卒 論 発 表 会 を行

って研 究 結 果 を学 科 全 体 で広 く議 論 し，卒

業 論 文 並 びに研 究 ，セミナーへの取 組 み状

況 と合 わせて評 価 の対 象 とする。平 成 １７年

度 よりビデオによる発 表 会 の全 記 録 を開 始

した。収 録 したビデオは DVD 媒 体 にして図 書

室 に配 備 し，常 時 学 生 に貸 し出 せるようにし

ている。その結 果 ，発 表 者 自 身 の自 己 研 修

だけでなく，次 年 度 の学 生 が発 表 の参 考 に

したり，各 研 究 室 での研 究 内 容 を知 る助 け

にしたりして，頻 繁 に利 用 されている。 

・11 月  

 研 究 室 配 属 説 明 会  

・ 2 月  配 属 先 決 定  

・ 4 月 卒 業 研 究 開 始  

・ 2 月 上 旬   

卒 論 提 出 締 切  

全 教 員 への縦 覧 開 始  

・ 2 月 中 旬   

卒 論 発 表 会  

成 績 判 定 会 議  

卒 業 研 究 発 表 会 の直 後 に，学 科 教 員 全

員 の出 席 で開 催 する成 績 判 定 会 議 にお

いて，以 下 のポイントを評 価 し，総 合 的 に

判 定 する。 

 ・卒 業 論 文 ：目 的 ・方 法 の妥 当 性 ，結 果

の 解 析 力 ， 文 章 の論 理 性 ， 研 究 背 景 の

理 解 力  

 ・ 卒 研 発 表 会 ： 発 表 の構 成 力 ，発 表 の

準 備 度 ，質 疑 への応 答  ・ 日 常 の研 究 ，

セミナーへの取 組 み：積 極 性 ，注 意 力 ，観

察 力  

（出典：生物科学科からの報告）  

 

 

また，平成 16 年度より，TOEIC 等の学外機関が実施する外国語能力試験で一定の成績を

取得した学生には，得点に応じた語学教育の単位を認定し，グローバルな統一試験におい

て自己の語学力を点検するとともに継続的な語学学習を推奨する取組みを行っている（デ

ータ 4-8）。 
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データ 4-8 外国語能力試験単位認定一覧 

（出典：学務課資料より作成）

所属学科 学年 試験種別 成績等 認定授業科目名 単位数 評価
英語ⅠA １ 認定
英語ⅠB １ 認定
英語ⅠA １ 認定
英語ⅠB １ 認定
英語ⅡA １ 認定
英語ⅡB １ 認定

平成16年度 前期 生命工学科 ３ TOEIC 615点 英語ⅠB ２ 認定
ドイツ語ⅠGa １ 認定
ドイツ語ⅠGb １ 認定
ドイツ語ⅠLa １ 認定
ドイツ語ⅠLb １ 認定

平成16年度 後期 生態環境科学科 １ TOEIC 525点 英語ⅠB １ 認定
平成16年度 後期 生命工学科 １ TOEIC 545点 英語ⅡA １ 認定

英語ⅠB １ 認定
英語ⅡA １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定
英語ⅠB １ 認定
英語ⅡA １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定

平成17年度 前期 生物科学科 ２ TOEIC 620点 英語ⅡB １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定
英語Ⅳ １ 認定
英語Ⅳ １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定
英語ⅠA １ 認定
英語ⅠB １ 認定
英語ⅡA １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定

平成17年度 前期 生態環境科学科 １ TOEIC 535点 英語ⅡA １ 認定
平成17年度 前期 生命工学科 ２ TOEIC 630点 英語ⅡB １ 認定

英語ⅠA １ 認定
英語ⅡA １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定
英語ⅡB １ 認定
英語ⅢA １ 認定
英語ⅢB １ 認定

平成17年度 後期 生物科学科 ２
ドイツ語技能
検定試験

４級 ドイツ語Ⅱ １ 優

英語ⅠA １ 優
英語ⅡA １ 優
英語ⅠA １ 優
英語ⅡA １ 優

平成18年度 前期 生態環境科学科 １ TOEIC 500点 英語ⅡA １ 優
英語ⅠA １ 優
英語ⅡA １ 優
英語ⅠA １ 優
英語ⅡA １ 優
英語ⅠA １ 優
英語ⅡA １ 優

平成18年度 後期 生物科学科 １ TOEIC 535点 英語ⅡA １ 優
平成18年度 後期 生物科学科 １ TOEIC 510点 英語ⅡA １ 優

英語ⅠB １ 優
英語ⅡB １ 優
英語ⅢA １ 優
英語ⅢB １ 優

フランス語Ⅱ １ 優
フランス語Ⅱ １ 優

４級
実用フランス語
技能検定試験平成18年度 後期 生命工学科 １

前期 生態環境科学科

TOEIC 685点平成18年度 後期 生命工学科 １

１

TOEIC

TOEIC

500点

525点

570点

TOEIC

平成18年度

前期

前期

生命工学科

生命工学科

生命工学科

TOEIC 530点

平成18年度

平成18年度

前期 １

１

生物科学科前期平成18年度 １

720点

認定時期

生物科学科 １ TOEIC 550点平成18年度 前期

２

平成16年度

平成17年度

平成17年度

前期

生態環境科学科

生態環境科学科

生態環境科学科平成17年度

平成17年度

平成17年度

平成17年度

前期

前期

前期

前期

前期

１

２

２

生命工学科

農業生産学科

農業生産学科

TOEIC

TOEIC

660点

655点

510点

665点

670点

TOEIC

TOEIC

TOEFL

３
ドイツ語技能
検定試験

TOEIC

２

１

２ TOEIC

700点

513点

平成16年度

平成16年度

前期

前期 生命工学科

生命工学科

１

TOEIC

生命工学科

農業生産学科

１

１

後期

後期

平成16年度

平成16年度 TOEIC

660点

660点

４級

TOEIC
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学生の取得した資格についてみると，各学科とも，理科の中学校一種と理科もしくは農

業の高等学校一種の教員免許状を取得している。過去３年の傾向として年度ごとの取得者

は 30～40 名であり，一定の水準を維持している（データ 4-9）。 

 

 

データ 4-9 教員免許状取得者数 

 

学  科 教員免許状の種類 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

生物科学科 

中学校一種 理科 ０ ２ ０ 

高等学校一種 
理科 ５ 10 ３ 

農業    

生態環境科学科 

中学校一種 理科 ０ ３ ２ 

高等学校一種 
理科 ４ ７ ３ 

農業 ２ ４ １ 

生命工学科 

中学校一種 理科 ０ ０ ０ 

高等学校一種 
理科 ６ １ ２ 

農業    

農業生産学科 

中学校一種 理科 ０ ０ ０ 

高等学校一種 
理科 １ ３ ４ 

農業 ２ ５ ６ 

地域開発科学科 

中学校一種 理科 ０ ０ ３ 

高等学校一種 
理科 ０ ０ ５ 

農業 ３ ５ ５ 

合  計 

中学校一種 理科 ０ ５ ５ 

高等学校一種 
理科 16 21 17 

農業 ７ 14 12 

（出典：学務課資料より集計） 

 

 このほか，本学部における勉学の結果，各学科の専門教育に関連した，以下の様な各種

資格を取得しており，資格取得者数も一定の水準を維持している（データ４-10）。また，

地域開発科学科「地域工学コース」では，平成 18 年に JABEE 認定を受けたことにより，こ

のコースの卒業生は技術士補の資格が取得でき，技術士試験制度にあっては，一次試験合

格者と同等であるとの質的保証（修得技術者）がなされている。 

 

 

データ 4-10 各種資格取得者数 

 

資格取得の種類 対象学科 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

学芸員資格取得者 
生物科学科 

生態環境科学科 
21 12 27 

食品衛生管理者・監

視 員 資 格 取 得 の た

めの「食品衛生コー

ス」の単位修得者 

生命工学科 45 35 41 

測量士補取得者 
地域開発科科学科 

（地域環境工学講座） 
22 19 22 

（出典：学務課資料より集計） 
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観点 学業の成果に関する学生の評価 

（観点に係る状況） 

 本学部においては，「Ⅰ 生物資源科学部の教育目的と特徴，想定する関係者とその期待」

において述べた人材を養成する教育を行っており，こうした教育に関する卒業時の学生の

評価は「平成 18 年度 学生生活満足度調査報告書」において概ね良好である（データ 4-11，

4-12）。 

 

 

データ 4-11 「教育を受けて，自分自身の学力・資質が十分に高められている」への回答 

 

データ 4-12 「全体として本学の教育内容や教育方法に満足している」への回答 

 

 

 一方，「学生による授業アンケート調査」においても，学生による授業内容への満足度は

相応な水準であると判断される（データ 4-13）。 

 

 

データ 4-13 学生による授業アンケート調査による「総合的に判断してこの授業に満足し

ている」の平均値 

 
 

 

（出典：教育方法等改善企画報告書（平成 16・17 年度）及び 2006 年度島根大学教育開発センター年報） 

 

 

 

 

年 次 生物資源（専門科目） 生物資源（専門基礎） 全 学 

H16 前期 5.3 5.3 5.2 

H16 後期 5.4 5.4 5.3 

H17 前期 5.5 5.2 5.2 

H17 後期 5.5 5.4 5.3 

H18 前期 5.0 4.6 4.9 

H18 後期 5.2 4.9 5.0 

項目 強くそう思う どちらかとい
えばそう思う

あまりそう思
わない

全くそう思わ
ない

まだ評価でき
ない

未回答

法文 7.1 47.1 28.4 8.5 8.6 0.3
教育 3.8 39.3 38.2 9.2 9.2 0.2
医学-医 6.0 42.6 32.9 13.3 4.8 0.4
医学-看 3.1 48.1 30.2 13.2 5.4
総合理工 5.9 35.0 38.9 13.9 6.0 0.3
生物資源 6.0 45.1 30.3 9.9 8.3 0.5
全学平均 5.3 42.9 33.2 11.3 7.1 0.3

（出典：平成18年度　学生生活満足度調査報告書）

項目 強くそう思う どちらかとい
えばそう思う

あまりそう思
わない

全くそう思わ
ない

まだ評価でき
ない

未回答

法文 11.8 45.0 28.9 7.1 7.0 0.2
教育 7.6 46.5 28.9 7.8 9.0 0.2
医学-医 15.7 45.8 25.3 8.0 4.8 0.4
医学-看 8.5 46.5 24.8 7.0 12.4 0.8
総合理工 8.9 42.2 31.6 8.6 8.5 0.3
生物資源 11.3 41.0 31.2 7.9 7.9 0.7
全学平均 10.6 44.5 28.5 7.7 8.3 0.4

（出典：平成18年度　学生生活満足度調査報告書）
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（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準にある 

（判断理由） 本学部においては，学年進行に伴って学生が身に付けた学力や資質・能力

が着実に増加し，客観的かつ厳格な成績評価基準の下で，４年次在籍者に対する卒業者

の割合は，ほぼ一定した水準を維持している。また，学外機関が実施する試験の成績を

評価するシステム，成績優秀者を３年間で卒業できるシステムが有効に機能している。

さらに，教員資格をはじめとする資格取得者数も一定の水準を維持し，JABEE 認定を得

た教育プログラムも機能している。そして，「学生生活満足度調査報告書」や「学生に

よる授業アンケート調査」における学生の満足度も十分な水準を維持している。 

以上により，取組や活動，成果の状況は良好であり，想定する関係者の期待に応えてい

ると判断した。 

 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

（１）観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

（観点に係る状況） 

 就職率は，平成 15年度に 84.3％であったものが，16年度 93.5％に上昇し，17年度 91.3％，

18 年度 97.2％と高い水準を維持した。この実績は週刊「読売ウィークリー」の就職パワー

のある大学学部上位リストにも掲載された。この間，毎年全学科で就職委員会主催の就職

セミナーを実施している（データ 5-1）。セミナーでは，民間企業，公務員に就職した卒業

生や，内定をもらった在学生を講師として，就職活動の体験談を語ってもらい質疑応答を

行っている。また，平行して大学院進学セミナーも平成 17 年度から全学科で行っており，

平成 18 年度には大学院進学率が７～８％増加した。 

 職業別就職先は３年度とも企業が圧倒的に多い。公務員は平成 16 年，17 年度は５％，

３％であったが，平成 18 年度は 11％と増加している。また，産業別就職先では製造業，

卸売・小売業が１，２位を占めていた（データ 5-2）。本学部は生物資源科学分野の基礎か

ら応用まで幅広く研鑽し問題解決能力と創造力のある人材の養成を目指しており，その進

路は生物，食品，薬品，農業関係等であり，専門を生かした就職をしており，学部が養成

しようとしている人材像に沿った進路・就職先になっている（データ 5-3）。 

 

データ 5-1 平成 18 年度就職セミナー実施状況 

  

  

 

（出典：生物資源科学部就職委員会資料から） 
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データ 5-2  平成 18 年度卒業生の就職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：島根大学生物資源科学部パンフレット（2007 年７月作成）より） 

 

 

データ 5-3 生物資源科学部の最近３年間の就職先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：島根大学生物資源科学部パンフレット（2007 年７月作成）より） 
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観点 関係者からの評価 

（観点に係る状況） 

 生物資源科学部において，教育の成果・効果を検証し，教育改善を図るため，過去５年

以内に社会人となった卒業生・修了生と卒業生・修了生が勤務している雇用主に対して「大

学教育評価アンケート調査」を実施し報告書を取りまとめた（データ 5-4）。 

 

 

データ 5-4 「大学教育評価アンケート調査」実施結果報告書 

 

            

 

 

（出典：「大学教育評価アンケート調査」実施結果報告書） 

 

 

 内容は，責任感，コミュニケーション能力，実行力，パソコン技術，外国語能力等の多

岐にわたり，学部卒業後の進路状況から判断した達成状況を調査項目とした。雇用主の評

価において，責任感，熱意・誠実さ，安定した就労，敬語の項目については学部卒業生の

自己評価より高かった。それに対して，リーダーシップ，外国語能力が雇用主，卒業生と

もに低く，今後の学部教育の課題となった（資料 5-2-1 別添）。 

 また平成 19 年４月には島根大学キャリアセンターが「平成 18 年度島根大学の教育と卒

業生に関するアンケート調査報告書」として，民間企業 258 社，官公庁 26 機関よりの回答

を取りまとめ，教育の現状を点検・評価した。 

 現在，学部において尐人数教育を取入れたカリキュラムを実施しているが，このような

取組みが責任感，熱意・誠実さ等を醸成していると考えられ，雇用者，卒業生からの要求

を汲んだものとなっている。 

 

 

（２）分析項目の水準及びその判断理由 

（水準） 期待される水準にある 

（判断理由） 就職率が高い水準にある。就職先は大学で得た知識を生かしやすい分野が

多い。また，公務員の就職が平成 18 年度には 11％まで増えた。これは，授業やゼミで

公務員対策を加味することもあり，功を奏したのではないかと考える。卒業生並びに卒

業生の雇用主からの学部教育に対する評価も概ね良好であり，期待される水準にあると

判断した。 
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 

 

①事例１「人件費の活用」(分析項目Ⅰ) 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  人件費の削減のため退職教員の後任補充が出来ない状況にあるが，限られた予算の中

でも教員の意欲維持と適切な教員配置が組めるよう人事管理委員会を組織した。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  法人化時点では退職教員の後任不補充により教員数が大幅に減尐することになってい

たが，人件費を抑制しつつ 87 名の教員数を確保した。 

【得られた成果又は改善した内容】 
  法人化前の教育水準を維持しながら，制定された内部昇任枠，新規採用枠により教員

モチベーションがアップし，教員の若返りが図れ，年齢構成も適切な形に近づいた。 

 

 

②事例２「エッセンシャルミニマムの策定と実質化」(分析項目Ⅱ) 

（質の向上があったと判断する取組） 
【取り組んだ内容】 

  平成18年度に生物資源科学部並びに学科ごとのエッセンシャルミニマムを策定した。 

【得られた成果又は改善した内容】 
  学生の習得目標が明確になり，教育課程も学生の視点からの編成に改善された。カリ

キュラムが整備充実され，新たな助教の活用も行われた。 

 

 
③事例３「中四国の国公立大学農学系学部相互間における単位互換制度の導入」（分析項

目Ⅱ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  中四国の９大学が連携して取り組む里山・果樹・里海のフィールド演習プログラムに

主体的に参加した。 

【得られた成果又は改善した内容】 

  講義で得た専門知識を実質化すると共に，他大学の学生と交流し経験を広めるという

学生のニーズに応えた。 
 

 

④事例４「早期卒業制度の導入」（分析項目Ⅲ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  生物資源科学部では全学科において３年以上成績優秀者として認定を受けた学生には，

早期卒業ができる制度を導入した。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  本制度は法人化と同時に導入した生物資源科学部独自の新制度である。 

【得られた成果又は改善した内容】 

  希望する学生が導入以来数名出ており，平成 18 年度には農業生産学科学生 1 名を早期

卒業者として認定した。また，生命工学科には平成 20 年度の早期卒業を目指す学生が１

名在籍中である。学生の主体的な学習と教員のきめ細やかな指導の成果であり，学部の

高い教育水準と判断できる。 
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⑤事例５「シラバスの利用」（分析項目Ⅲ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

 学部では，学生委員会が中心となって学部教員に対して専門教育科目のシラバスの充

実を呼びかけている。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  法人化時点ではシラバスの充実に向けた組織的な取り組みは十分に行っていなかった

が，取り組みを行った結果，記載内容の充実とともに作成率も向上（平成２０年４月末

現在 97.8％）し，学生のシラバスの利用が促進された。 

【得られた成果又は改善した内容】 

  学生満足度調査においても 70.4%の学生が利用していることが判明している。これは，

毎年実施しているオリエンテーションや指導教員による授業科目選択時におけるシラバ

ス利用を指導したことの成果であると判断できる。 

 

 

⑥事例６「地域開発科学科「地域工学コース」の JABEE 認定」(分析項目Ⅳ) 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  地域開発科学科「地域工学コース」では JABEE の教育体制を整え，平成 18 年に JABEE

認定を受けた。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  法人化時点では地域開発科学科「地域工学コース」において JABEE の教育体制を整え，

認定審査を受ける準備を行っていた。評価時点では，平成 19 年３月に平成 16 年度入学

及び平成 15 年度入学の卒業者（平成 15 年度入学の既卒者を含む。）に第１回目の JABEE

プログラム修了証を交付した。 

【得られた成果又は改善した内容】 

  地域開発科学科「地域工学コース」は，平成 18 年度に JABEE 認定された。これにより，

卒業生は技術士補の資格が取得でき，技術士試験制度にあっては，一次試験合格者と同

等の修習技術者として扱われる。また，ワシントンアコード加盟国においては JABEE 修

了生として国際認証される。 
 

 

⑦事例７「学科別就職セミナーの実施」（分析項目Ⅴ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  就職委員会主催の就職セミナーを実施した。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  法人化時点では就職セミナーに関しては，原則として全学のセミナーに参加する形を

とっていたが，評価時点では，全学科で毎年就職セミナーを実施するようになった。 

【得られた成果又は改善した内容】 

  平成 15年度 84.3%であった就職率が翌年から 90%以上に向上し，平成 18年度には 97.2%

に達した。 
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⑧事例８「大学教育評価アンケート調査の実施」（分析項目Ⅴ）  

（質の向上があったと判断する取組） 

【取り組んだ内容】 

  本学部と全学キャリアセンターで「大学教育評価アンケート調査」を卒業生及び雇用

主対象に実施した。 

【法人化時点及び評価時点の状況】 

  法人化時点ではこのような調査は皆無であった。 

【得られた成果又は改善した内容】  

本調査により関係者からの学部教育に対する評価が明らかになり，弱点である「リー

ダーシップ」，「外国語能力」に対して適切な改善策を講じることができるようになった。

例えば外国語については能力別編成（農業生産学科），TOEIC の義務化（全学）等である。 

 

 


